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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成17年5月17日の決算発表時に公表した平成18年3月期（平成17年4
月1日～平成18年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成18年3月期中間連結業績予想数値の修正（平成17年4月1日～平成17年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １３，０００ ３９０ ９０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １３，４００ ８４０ ９０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ４００ ４５０ ０ 

増 減 率            （％） ３．１ １１５．４ ０．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成16年9月期） 

１２，９３３ ６７９ ３６４ 

 
２．平成18年3月期中間業績予想数値の修正（平成17年4月1日～平成17年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １１，７３０ ３３０ ５０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １２，３００ ７８０ ５０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ５７０ ４５０ ０ 

増 減 率            （％） ４．９ １３６．４ ０．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成16年9月期） 

１１，７２９ ５９９ ３０９ 

 



３．平成18年3月期連結業績予想数値の修正（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２６，０００ １，１２０ ４４０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２７，３００ １，３５０ ３７０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，３００ ２３０ △７０ 

増 減 率            （％） ５．０ ２０．５ △１５．９ 

（ご参考） 
前期実績（平成17年3月期） 

２４，８７６ １，０９４ ５６２ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）53円34銭 

 

４．平成18年3月期通期業績予想数値の修正（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２４，０００ １，０００ ３８０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２５，５００ １，２００ ３００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，５００ ２００ △８０ 

増 減 率            （％） ６．３ ２０．０ △２１．１ 

（ご参考） 
前期実績（平成17年3月期） 

２２，８８４ ９５１ ４８５ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）43円25銭 

 

５．修正の理由 

 当中間期の業績につきましては、主力ビルメンテナンス事業は、プロパティマネジメント事業

の強化推進とともに順調に伸展しております。また、不動産分譲事業は期初の計画を上回る伸展

となっております。介護事業は、新規施設の初期投資及び入居者の確保が予定通り進まず、計画

の乖離を生じております。 

 経常利益につきましては、上記の理由のほか、当社が匿名組合に出資しているファンドが終結

することになり、2億円の受取配当金を計上する見込となりました。特別利益は、有価証券の売却

を行い、4億円の売却益の計上を見込んでおります。特別損失は、減損会計による損失を229百万

円計上しておりますが、加えてたな卸資産の再評価を実施いたしました。福井県あわら市におい

て個人向けに宅地分譲を行っておりますが、地価の下落、販売状況を鑑みて今期792百万円の引当

金を計上することにいたしました。 

 以上、諸要因を総合的に勘案し、今後の業績の進捗見込を検討した結果、上記のように業績予

想を修正いたします。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであります。 

 実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる場合があります。 


